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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吹出口から吹き出される気流の左右方向の向きを制御する一対の左右風向板を有する室
内機と、
　前記左右方向における複数の風向のうちから少なくとも２つを直接的に指定する操作を
受け付けるリモートコントロール装置と、
　を備え、
　前記一対の左右風向板は、
　正面視左側に設けられた左側左右風向板と、
　正面視右側に設けられた右側左右風向板と、を有し、
　前記リモートコントロール装置は、
　前記左右方向における複数の風向を前記左側左右風向板及び前記右側左右風向板の角度
に対応する矢印によって個別に示す複数の仮想ボタンを表示し、当該各仮想ボタンのうち
から少なくとも２つを指定する操作を受け付ける操作部を有し、
　前記室内機は、
　前記リモートコントロール装置において指定される各風向をもとに、前記左側左右風向
板と前記右側左右風向板とをそれぞれ個別に制御する室内機制御部を有し、
　前記室内機制御部は、
　前記左側左右風向板が、必ず、前記右側左右風向板の向きと同一の向き又は前記右側左
右風向板の向きよりも左側の向きとなるように制御する空気調和機。
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【請求項２】
　前記リモートコントロール装置は、前記左右方向における複数の風向のうちから少なく
とも２つを直接的に指定する操作を、重複指定も含めて受け付けるものである請求項１に
記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記左右方向における複数の風向は、左斜め正面方向、正面方向、及び右斜め正面方向
を含む請求項１又は２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記左右方向における複数の風向は、前記左斜め正面方向と前記正面方向との間の正面
左方向、及び前記右斜め正面方向と前記正面方向との間の正面右方向を含む請求項３に記
載の空気調和機。
【請求項５】
　前記左右方向における複数の風向は、左スイング動作及び右スイング動作を含む請求項
１～４の何れか一項に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記室内機制御部は、前記リモートコントロール装置において、前記左スイング動作又
は前記右スイング動作が重複指定された場合、前記左側左右風向板と前記右側左右風向板
とが互いに同じ方向にスイング動作を行うように制御する請求項５に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記室内機制御部は、
　前記リモートコントロール装置において、前記左スイング動作と前記右スイング動作と
が指定された場合、前記左側左右風向板と前記右側左右風向板とが互いに反対方向にスイ
ング動作を行うように制御する請求項５に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記室内機制御部は、
　前記リモートコントロール装置において、前記左スイング動作と前記右スイング動作と
が指定された場合、前記左側左右風向板と前記右側左右風向板とが互いに同じ方向にスイ
ング動作を行うように制御する請求項５に記載の空気調和機。
【請求項９】
　前記室内機は、前記リモートコントロール装置において指定されうる風向の組み合わせ
と、前記左側左右風向板及び前記右側左右風向板の動作とを関連づけた風向制御データを
記憶する室内機記憶部を有し、
　前記室内機制御部は、前記リモートコントロール装置において指定される各風向を、前
記風向制御データに照らして、前記左側左右風向板及び前記右側左右風向板の動作を決定
するものである請求項１～８の何れか一項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種操作を受け付けるリモートコントロール装置を備えた空気調和機に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機には、室内機に、左右で２つに分かれた吹出口を備えたものがある。この種
の室内機では、上下方向の風向を制御する上下風向板と、左右方向の風向を制御する左右
風向板とが、それぞれ左右で２つに分割されており、分割された各風向板は、それぞれ独
立して駆動制御される。このため、空気調和機の冷凍サイクルにより生成された空調空気
は、室内機の吹出口から、左右に独立した部分気流となって吹き出される（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－４２１３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、一対の左右風向板は、それぞれ独立しているため、動作に何ら制限を加
えなければ、左側の部分気流と右側の部分気流とが衝突し、ユーザの意図した場所に風が
到達しないといった状況が生じうる。加えて、部分気流の衝突は、騒音の発生原因となる
。
【０００５】
　また、特許文献１の空気調和機において、左右方向の風向を設定しようとするとき、ユ
ーザは、リモートコントロール装置に記録された気流図形パターン群の中から意図する左
右方向の風向を選択する。その際、ユーザは、リモートコントロール装置に備わる風向設
定用ボタンを、意図する風向と合致する気流図形パターンとなるまで複数回押下しなけれ
ばならず、風向設定を変更する度に煩雑な操作が必要となり、時間を浪費する。さらに、
より細かな風向設定を実現するために、気流図形パターンを増加させてしまうと、ユーザ
が意図する風向と合致する気流図形パターンを選択するまでの手間と時間がさらに増大す
る。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、リモートコントロ
ール装置による室内機の左右方向の風向の簡単な設定操作をもとに、左右の部分気流が衝
突しない多様な気流パターンを生成する空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機は、吹出口から吹き出される気流の左右方向の向きを制御する
一対の左右風向板を有する室内機と、左右方向における複数の風向のうちから少なくとも
２つを直接的に指定する操作を受け付けるリモートコントロール装置と、を備え、一対の
左右風向板は、正面視左側に設けられた左側左右風向板と、正面視右側に設けられた右側
左右風向板と、を有し、リモートコントロール装置は、左右方向における複数の風向を左
側左右風向板及び右側左右風向板の角度に対応する矢印によって個別に示す複数の仮想ボ
タンを表示し、当該各仮想ボタンのうちから少なくとも２つを指定する操作を受け付ける
操作部を有し、室内機は、リモートコントロール装置において指定される各風向をもとに
、左側左右風向板と右側左右風向板とをそれぞれ個別に制御する室内機制御部を有し、室
内機制御部は、左側左右風向板が、必ず、右側左右風向板の向きと同一の向き又は右側左
右風向板の向きよりも左側の向きとなるように制御するものである。
【発明の効果】
【０００８】
 本発明では、リモートコントロール装置が、左右方向における複数の風向のうちから少
なくとも２つを指定する操作を重複指定も含めて受け付け、室内機制御部が、リモートコ
ントロール装置において指定される各風向をもとに、左右の部分気流が交差しないように
一対の左右風向板の動作を制御する。このため、リモートコントロール装置による室内機
の左右方向の風向の簡単な設定操作をもとに、左右の部分気流が衝突しない多様な気流パ
ターンを生成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機が有する室内機及びリモートコントロー
ル装置の右前方斜視図である。
【図２】図１の室内機を示す右下方斜視図である。
【図３】図１のＡ－Ａ線に沿った室内機の概略断面図である。
【図４】図１の室内機に備わる各風向板及びこれらを駆動させる各駆動モータの構造を示
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す模式図である。
【図５】図１の空気調和機が有するリモートコントロール装置の外観を示す斜視図である
。
【図６】図１の空気調和機の概略構成を示すブロック図である。
【図７】図５の操作部に表示された運転モードの設定画面を例示する説明図である。
【図８】図５の操作部に表示された風速設定画面を例示する説明図である。
【図９】図５の操作部に表示された上下方向の風向設定画面を例示する説明図である。
【図１０】図５の操作部に表示された左右方向の風向設定画面を例示する説明図である。
【図１１】左ボタンが２回選択された場合における図１０の設定画面及び室内機の動作を
示す説明図である。
【図１２】正面ボタンが２回選択された場合における図１０の設定画面及び室内機の動作
を示す説明図である。
【図１３】右ボタンが２回選択された場合における図１０の設定画面及び室内機の動作を
示す説明図である。
【図１４】左ボタンと正面ボタンとが選択された場合における図１０の設定画面及び室内
機の動作を示す説明図である。
【図１５】左ボタンと右ボタンとが選択された場合における図１０の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。
【図１６】正面ボタンと右ボタンとが選択された場合における図１０の設定画面及び室内
機の動作を示す説明図である。
【図１７】本発明の実施の形態２に係る空気調和機が有するリモートコントロール装置の
操作部に表示された左右方向の風向設定画面を示す説明図である。
【図１８】左ボタンと正面左ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室
内機の動作を示す説明図である。
【図１９】左ボタンと正面右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室
内機の動作を示す説明図である。
【図２０】正面左ボタンが２回選択された場合における図１７の設定画面及び室内機の動
作を示す説明図である。
【図２１】正面左ボタンと正面ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び
図１の室内機の動作を示す説明図である。
【図２２】正面左ボタンと正面右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及
び室内機の動作を示す説明図である。
【図２３】正面左ボタンと右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室
内機の動作を示す説明図である。
【図２４】正面ボタンと正面右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び
室内機の動作を示す説明図である。
【図２５】正面右ボタンが２回選択された場合における図１７の設定画面及び室内機の動
作を示す説明図である。
【図２６】右ボタンと正面右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室
内機の動作を示す説明図である。
【図２７】本発明の実施の形態３に係る空気調和機が有するリモートコントロール装置の
操作部に表示された左右方向の風向設定画面を示す説明図である。
【図２８】左スイングボタンと左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの１つ
とが選択された場合における図２７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
【図２９】左スイングボタンが２回選択された場合における図２７の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。
【図３０】左スイングボタンと右スイングボタンとが選択された場合における図２７の設
定画面及び室内機の動作例１を示す説明図である。
【図３１】左スイングボタンと右スイングボタンとが選択された場合における図２７の設
定画面及び室内機の動作例２を示す説明図である。
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【図３２】左スイングボタンと右スイングボタンとが選択された場合における図２７の設
定画面及び室内機の動作例３を示す説明図である。
【図３３】右スイングボタンと左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの１つ
とを選択した場合における図２７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
【図３４】右スイングボタンが２回選択された場合における図２７の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和機が有する室内機及びリモートコントロ
ール装置の右前方斜視図である。図２は、図１の室内機を示す右下方斜視図である。図１
に示すように、本実施の形態１における空気調和機１００は、室内機１０と、リモートコ
ントロール装置４０と、を有している。室内機１０とリモートコントロール装置４０とは
、有線又は無線によって接続されており、互いにデータ通信を行うように構成されている
。
【００１１】
　図１及び図２に示すように、室内機１０は、箱状のケーシング１１を有している。ケー
シング１１は、上面に、部屋等の空調対象域の空気である室内空気を吸い込む吸込口１１
ａが形成されている。また、ケーシング１１は、前面の下部に、空調空気を吹き出す吹出
口１１ｂが形成されている。吸込口１１ａは、室内空気を内部に吸い込むためのものであ
り、吹出口１１ｂは、空調空気を空調対象域に供給するためのものである。
【００１２】
　また、室内機１０は、正面視左側に配設され、上下方向の風向を制御する左側上下風向
板１２と、正面視右側に配設され、上下方向の風向を制御する右側上下風向板１３と、を
有している。すなわち、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３は、吹出口１１ｂか
ら空調対象域へ吹き出される空調空気の上下方向の風向を制御するものである。左側上下
風向板１２及び右側上下風向板１３は、吹出口１１ｂに設けられており、室内機１０が停
止している状態において、吹出口１１ｂを閉塞するように構成されている。
【００１３】
　さらに、室内機１０は、図２に示すように、正面視左側の吹出口１１ｂ内に配設され、
左右方向の風向を制御する左側左右風向板１４と、正面視右側の吹出口１１ｂ内に配設さ
れ、左右方向の風向を制御する右側左右風向板１５と、を有している。すなわち、左側左
右風向板１４及び右側左右風向板１５は、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３よ
りも奥側に設けられ、吹出口１１ｂから空調対象域へ吹き出される空調空気の左右方向の
風向を制御するものである。
【００１４】
　左側上下風向板１２及び左側左右風向板１４は、吹出口１１ｂから吹き出される左側の
部分気流を生成し、右側上下風向板１３及び右側左右風向板１５は、吹出口１１ｂから吹
き出される右側の部分気流を生成するものである。
【００１５】
　ここで、室内機１０の外観を示す図１と図２とでは、室内機１０を見る角度が異なって
おり、図２は、吹出口１１ｂの全体が見えるように、図１よりも下方から室内機１０を捉
えている。また、図１は、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３が閉じている状態
を示し、図２は、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３が開いている状態を示す。
よって、図２では、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３よりも奥に位置する左側
左右風向板１４及び右側左右風向板１５を視認することができる。
【００１６】
　図３は、図１のＡ－Ａ線に沿った室内機の概略断面図である。図３に示すように、室内
機１０は、例えば貫流ファンからなり、ケーシング１１の中央部に配設された送風ファン
２０と、例えばフィンアンドチューブ型熱交換器からなり、冷媒と室内空気とを熱交換さ
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せて空調空気を作り出す熱交換器２１と、をさらに有している。
【００１７】
　送風ファン２０は、吸込口１１ａから室内空気を吸い込み、吹出口１１ｂから空調空気
を吹き出すものである。送風ファン２０及び熱交換器２１は、ケーシング１１内において
、吸込口１１ａよりも下流側で、かつ吹出口１１ｂよりも上流側に設けられている。送風
ファン２０が回転することにより、室内空気が、吸込口１１ａからケーシング１１内に吸
い込まれ、熱交換器２１において熱交換された後、空調空気として吹出口１１ｂから空調
対象域へ吹き出される。
【００１８】
　図４は、図１の室内機に備わる各風向板及びこれらを駆動させる各駆動モータの構造示
す模式図である。図４に示すように、左側上下風向板１２及び右側上下風向板１３は、左
右で二分割され、吹出口１１ｂから吹き出される気流の上下方向の向きを制御する一対の
上下風向板を構成するものである。また、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５は
、左右で二分割され、吹出口１１ｂから吹き出される気流の左右方向の向きを制御する一
対の左右風向板を構成するものである。よって、室内機１０は、吹出口１１ｂから吹き出
す気流を、２つの独立した部分気流に分けることができる。
【００１９】
　より具体的に、室内機１０は、ケーシング１１内に、例えばステッピングモータからな
る、左側上下駆動モータ１６、右側上下駆動モータ１７、左側左右駆動モータ１８、及び
右側左右駆動モータ１９を有している。
【００２０】
　左側上下風向板１２は、第一リンク棒１２ａにより左側上下駆動モータ１６と連結され
ている。すなわち、左側上下風向板１２は、左側上下駆動モータ１６の回転駆動に応じて
角度が変化するように構成されているため、吹出口１１ｂの左側から吹き出される部分気
流の上下方向の向きを調節することができる。
【００２１】
　右側上下風向板１３は、第二リンク棒１３ａにより右側上下駆動モータ１７と連結され
ている。すなわち、右側上下風向板１３は、右側上下駆動モータ１７の回転駆動に応じて
角度が変化するように構成されているため、吹出口１１ｂの右側から吹き出される部分気
流の上下方向の向きを調節することができる。
【００２２】
　左側左右風向板１４は、複数枚の板からなり、該複数枚の板は、第三リンク棒１４ａに
よって連結されている。また、第三リンク棒１４ａの左側端部には、左側左右駆動モータ
１８が連結されている。このため、左側左右風向板１４を構成する全ての板は、左側左右
駆動モータ１８の回転駆動に応じて同じ動作を行う。すなわち、左側左右風向板１４は、
左側左右駆動モータ１８の回転駆動に応じて、複数枚の板の角度が変化するように構成さ
れているため、吹出口１１ｂの左側から吹き出される部分気流の左右方向の向きを調節す
ることができる。
【００２３】
　右側左右風向板１５は、複数枚の板からなり、該複数枚の板は、第四リンク棒１５ａに
よって連結されている。また、第四リンク棒１５ａの右側端部には、右側左右駆動モータ
１９が連結されている。このため、右側左右風向板１５を構成する全ての板は、右側左右
駆動モータ１９の回転駆動に応じて同じ動作を行う。すなわち、右側左右風向板１５は、
右側左右駆動モータ１９の回転駆動に応じて、複数枚の板の角度が変化するように構成さ
れているため、吹出口１１ｂの右側から吹き出される部分気流の左右方向の向きを調節す
ることができる。
【００２４】
　上記構成により、左側上下風向板１２、右側上下風向板１３、左側左右風向板１４、及
び右側左右風向板１５等の左右に分割された各構成部材が、それぞれ、左側上下駆動モー
タ１６、右側上下駆動モータ１７、左側左右駆動モータ１８、又は右側左右駆動モータ１
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９の回転駆動に応じて、各々独立に動作する。すなわち、室内機１０において、吹出口１
１ｂから吹き出される空調空気は、左右で独立した部分気流となって吹き出される。
【００２５】
　図５は、空気調和機１００が有するリモートコントロール装置４０の外観を示す斜視図
である。図５に示すように、リモートコントロール装置４０は、入力装置として、運転ボ
タン５１と、停止ボタン５２と、操作部７０と、を有している。運転ボタン５１は、空気
調和機１００の運転開始を受け付けるものである。停止ボタン５２は、空気調和機１００
の運転停止を受け付けるものである。操作部７０は、例えばタッチパネルと液晶ディスプ
レイとを含んで構成され、タッチ操作等により表示画面に触れることで入力操作が可能と
なっている。
【００２６】
　図６は、空気調和機１００の概略構成を示すブロック図である。図６に示すように、リ
モートコントロール装置４０は、操作ボタン部５０と、操作側制御部６０と、操作側記憶
部６１と、操作側通信部６２と、操作部７０と、を有している。
【００２７】
　操作ボタン部５０は、上述した運転ボタン５１及び停止ボタン５２を有している。操作
ボタン部５０は、ユーザにより運転ボタン５１が押下されると、空気調和機１００の運転
開始を示す運転信号を操作側制御部６０へ送信するものである。また、操作ボタン部５０
は、ユーザにより停止ボタン５２が押下されると、空気調和機１００の運転停止を示す停
止信号を操作側制御部６０へ送信するものである。
【００２８】
　操作側記憶部６１は、操作部７０に表示する各種設定画面の情報であり、文字及び図形
等からなる表示情報を記憶するものである。表示情報は、各種設定画面に応じた複数の仮
想ボタンのデータを含んでいる。
【００２９】
　操作側制御部６０は、操作ボタン部５０から運転信号が送信されると、操作側記憶部６
１にアクセスし、操作部７０に表示させる表示情報を読み出し、読み出した表示情報を操
作部７０に出力して表示させるものである。
【００３０】
　操作部７０は、操作側制御部６０から出力される表示情報を表示し、ユーザから各種の
設定に関する操作を受け付けて、該操作の内容を示す操作信号を操作側制御部６０へ送信
するものである。また、操作部７０は、ユーザから各種の設定が完了した旨の操作を受け
付けたときに、ユーザによる設定内容を示す設定情報を操作側制御部６０へ送信するもの
である。
【００３１】
　すなわち、操作側制御部６０は、操作部７０から操作信号が送信される度に、該操作信
号に応じた表示情報を操作側記憶部６１から読み出し、読み出した表示情報を操作部７０
に表示させるものである。また、操作側制御部６０は、操作部７０から設定情報を受信し
たときに、該設定情報を室内機制御部３０に向けて送信するものである。すなわち、操作
側制御部６０は、操作部７０から受信する設定情報を操作側通信部６２へ送信するように
構成されている。
【００３２】
　ここで、設定情報は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の動作制御のもとに
なる左右風向情報を含んでいる。左右風向情報は、後述する操作部７０の左右方向の風向
設定画面において、ユーザが設定する情報である。
【００３３】
　操作側通信部６２は、室内機通信部３２との間でデータ通信を行うものである。より具
体的に、操作側通信部６２は、操作側制御部６０から室内機制御部３０に向けて送信され
る設定情報等を室内機通信部３２へ伝搬するものである。また、操作側通信部６２は、室
内機制御部３０から送信され、室内機通信部３２を介して伝搬される同期信号等を操作側
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制御部６０へ送信するものである。
【００３４】
　室内機１０は、冷媒を循環させる冷凍サイクルを利用することで、部屋等の空調対象域
に空調空気を供給するものである。室内機１０は、送風ファン２０と、室内機制御部３０
と、室内機記憶部３１と、室内機通信部３２と、温度センサ３３と、を有している。
【００３５】
　室内機記憶部３１は、例えばテーブル情報からなり、リモートコントロール装置４０に
おいて指定されうる風向の組み合わせと、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の
動作とを関連づけた風向制御データを記憶するものである。
【００３６】
　室内機通信部３２は、操作側通信部６２との間でデータ通信を行うものである。より具
体的に、室内機通信部３２は、室内機制御部３０から操作側制御部６０に向けて送信され
る同期信号等を操作側通信部６２へ伝搬するものである。また、室内機通信部３２は、操
作側制御部６０から送信され、操作側通信部６２を介して伝搬される設定情報等を室内機
制御部３０へ送信するものである。
【００３７】
　室内機制御部３０は、操作側制御部６０から送信される設定情報に応じて、左側上下駆
動モータ１６、右側上下駆動モータ１７、左側左右駆動モータ１８、及び右側左右駆動モ
ータ１９を駆動するものである。特に、室内機制御部３０は、設定情報に含まれる左右風
向情報を、室内機記憶部３１に記憶されている風向制御データに照らすことで、左側左右
風向板１４及び右側左右風向板１５のそれぞれの向きを決定する。そして、室内機制御部
３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ決定した向きとなるよ
うに、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【００３８】
　温度センサ３３は、空調対象域の温度を測定し、測定の結果である温度データを室内機
制御部３０へ出力するものである。すなわち、室内機制御部３０は、入力された温度デー
タに応じて、例えば送風ファン２０の回転数を制御する機能を有している。
【００３９】
　なお、室内機制御部３０及び操作側制御部６０は、これらの機能を実現する回路デバイ
スなどのハードウェアにより実現することもできるし、例えばＤＳＰ等のマイコン又はＣ
ＰＵ等の演算装置上で実行されるソフトウェアとして実現することもできる。また、室内
機記憶部３１及び操作側記憶部６１は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）又は
フラッシュメモリ等により構成することができる。
【００４０】
　図７は、操作部７０に表示された運転モードの設定画面を例示する説明図である。図８
は、操作部７０に表示された風速設定画面を例示する説明図である。図９は、操作部７０
に表示された上下方向の風向設定画面を例示する説明図である。図１０は、操作部７０に
表示された左右方向の風向設定画面を例示する説明図である。図７～図１０を参照して、
操作部７０における各設定画面及び各設定画面の切替動作について説明する。操作部７０
は、ユーザによるタッチ操作を受けて、例えば図７～図１０のように画面表示が切り替わ
る。
【００４１】
　図７に例示する運転モードの設定画面では、設定項目を表示する項目表示部７１が、「
運転モード変更」との文字を表示している。また、設定内容の選択肢等を表示し、かつタ
ッチ操作を受け付ける選択設定部７２は、「自動」「冷房」「暖房」「除湿」「送風」と
の文字が示された５つの仮想ボタンを表示している。以下、「自動」「冷房」「暖房」「
除湿」「送風」との文字が示された５つの仮想ボタンを、それぞれ、自動ボタン、冷房ボ
タン、暖房ボタン、除湿ボタン、送風ボタンと称する。なお、図７では、ユーザが自動ボ
タンにタッチした場合を例示しており、自動ボタン上にチェックマークが表示されている
。
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【００４２】
　ユーザが自動ボタンにタッチすると、リモートコントロール装置４０は、温度センサ３
３の温度等に応じて、冷房モード又は暖房モードを選択して実行する自動運転モードへの
設定を受け付ける。なお、自動運転モードは、冷房モード、暖房モード、除湿モード、及
び送風モードのうちの何れか１つを選択して実行するものであってもよい。また、ユーザ
が、冷房ボタン、暖房ボタン、除湿ボタン、又は送風ボタンにタッチすると、リモートコ
ントロール装置４０は、冷房モード、暖房モード、除湿モード、又は送風モードへの設定
を受け付ける。
【００４３】
　このように、運転モードの設定画面において、ユーザが何れかの仮想ボタンにタッチ操
作を行うと、操作部７０の画面表示は、運転モードの設定画面及び風に関する設定メニュ
ーを表示するメニュー一覧画面（図示せず）等への切替操作を受け付けるホーム画面（図
示せず）に切り替わる。メニュー一覧画面は、風速設定及び風向設定等を示す各種設定メ
ニューを表示する画面であり、操作部７０は、メニュー一覧画面において、風速設定画面
及び各風向設定画面への切替を受け付ける。なお、ユーザが何れかの仮想ボタンにタッチ
した場合、操作部７０の画面表示が、運転モードの設定画面から図８に示すような風速設
定画面へ切り替わるようにしてもよい。
【００４４】
　図８に例示する風速設定画面では、項目表示部７１が、「風速」との文字を表示し、選
択設定部７２が、「静」「自動」「ロング」「弱」「中」「強」との文字が示された６つ
の仮想ボタンを表示している。以下、「静」「自動」「ロング」「弱」「中」「強」との
文字が示された６つの仮想ボタンを、それぞれ、静ボタン、自動ボタン、ロングボタン、
弱ボタン、中ボタン、強ボタンと称する。なお、図８では、ユーザが静ボタンにタッチし
た場合を例示しており、静ボタン上にチェックマークが表示されている。
【００４５】
　ユーザが自動ボタンにタッチすると、リモートコントロール装置４０は、温度センサ３
３の温度等に応じて風速を決定する自動風速モードへの設定を受け付ける。ユーザが、静
ボタン、弱ボタン、中ボタン、又は強ボタンにタッチすると、リモートコントロール装置
４０は、静風、弱風、弱風と強風との中間程度の中風、又は強風への設定を受け付ける。
ユーザが、ロングボタンにタッチすると、リモートコントロール装置４０は、大型リビン
グ等に対応するロング気流を吹き出すロングモードへの設定を受け付ける。
【００４６】
　このように、風速設定画面において、ユーザが何れかの仮想ボタンにタッチ操作を行う
と、操作部７０の画面表示がメニュー一覧画面に切り替わる。なお、ユーザが何れかの仮
想ボタンにタッチした場合、操作部７０の画面表示が、風速設定画面から図９に示すよう
な上下風向の設定画面へ切り替わるようにしてもよい。
【００４７】
　また、選択設定部７２は、リターンボタン７３を表示しており、ユーザがリターンボタ
ン７３にタッチすると、例えば運転モードの設定画面に切り替わるといった具合に、前に
表示されていた設定画面に戻る。つまり、操作部７０は、戻った設定画面での設定内容の
変更を受け付け可能な状態となる。
【００４８】
　図９に例示する右側の部分気流の上下方向の風向設定画面では、項目表示部７１が、「
右の上下風向」との文字を表示し、選択設定部７２が、「スイング」「自動」との文字が
示された仮想ボタンと、右側上下風向板１３の上下方向の角度を示す５つの仮想ボタンと
、リターンボタン５３と、を表示している。以下、「スイング」「自動」との文字が示さ
れた２つの仮想ボタンを、それぞれ、スイングボタン、自動ボタンと称する。図９では、
ユーザが自動ボタンにタッチした場合を例示しており、自動ボタン上にチェックマークが
表示されている。
【００４９】



(10) JP 6448796 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

　ユーザがスイングボタンにタッチすると、リモートコントロール装置４０は、上下風向
板が駆動可能な範囲内を往復運動するスイング動作への設定を受け付ける。ユーザが自動
ボタンにタッチすると、リモートコントロール装置４０は、温度センサ３３の温度等に応
じて風向を決定する自動風向モードへの設定を受け付ける。ユーザが右側上下風向板１３
の上下方向の角度を示す５つの仮想ボタンのうちの何れか１つにタッチすると、リモート
コントロール装置４０は、タッチされた仮想ボタンに応じた風向設定を受け付ける。
【００５０】
　リモートコントロール装置４０は、左側の部分気流の上下方向の風速設定画面について
も、図９の場合と同様の表示処理を実行する。
【００５１】
　このように、上下方向の風向設定画面において、ユーザが何れかの仮想ボタンにタッチ
操作を行うと、操作部７０の画面表示がメニュー一覧画面に切り替わる。なお、ユーザが
何れかの仮想ボタンにタッチした場合、操作部７０の画面表示が、上下方向の風向設定画
面から図１０に示すような左右方向の風向設定画面へ切り替わるようにしてもよい。
【００５２】
　図１０に例示する左右方向の風向設定画面では、項目表示部７１が、「左右風向」との
文字を表示している。また、選択設定部７２は、室内機１０の外観を示す図形７００と、
左右方向の風向に対応する３つの仮想ボタンである左ボタン７０１、正面ボタン７０２、
及び右ボタン７０３と、各種の設定が完了した旨の操作を受け付けるＯＫボタン７５０と
、を表示している。
【００５３】
　左ボタン７０１は左斜め正面方向を示し、正面ボタン７０２は正面方向を示し、右ボタ
ン７０３は右斜め正面方向を示す。ここで、左斜め正面方向とは、左方向よりも一定の角
度だけ正面側を向いた方向であり、右斜め正面方向とは、右方向よりも一定の角度だけ正
面側を向いた方向である。
【００５４】
　操作部７０は、左右方向における３つの風向のうちから少なくとも２つを指定する操作
を重複指定も含めて受け付けるものである。左ボタン７０１、正面ボタン７０２、及び右
ボタン７０３は、図１０に示すように、図形７００を中心として放射状に配置されている
ため、ユーザは、リモートコントロール装置４０を用いることで、左右方向の風向設定を
直感的に行うことができる。
【００５５】
　本実施の形態１において、操作部７０は、左ボタン７０１として左斜め正面方向を向く
矢印を表示し、正面ボタン７０２として正面方向を向く矢印を表示し、右ボタン７０３と
して右斜め正面方向を向く矢印を表示している。すなわち、ユーザは、３つの矢印から２
つの矢印を選択してタッチ操作を行うことで、左右方向の風向を指定することにより、左
側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の風向設定を行うことができる。また、ユーザ
は、同じ矢印に２回タッチすることで、同じ風向を２回指定することもできる。左ボタン
７０１、正面ボタン７０２、及び右ボタン７０３として表示された各矢印の角度は、左側
左右風向板１４及び右側左右風向板１５の角度に対応しているため、ユーザは、より直感
的な風向設定操作を簡単に行うことができる。
【００５６】
　そして、ユーザが、左右方向の風向に対応する３つの仮想ボタン、すなわち、左ボタン
７０１、正面ボタン７０２、及び右ボタン７０３という３つの仮想ボタンのうちから、同
じ仮想ボタンを２回指定することも含んで２つの仮想ボタンを指定すると、操作部７０は
、当該指定内容を示す左右風向情報を操作側制御部６０に送信する。そして、操作側制御
部６０は、操作部７０から受信した左右風向情報を室内機制御部３０に向けて送信する。
室内機制御部３０は、入力した左右風向情報に応じて、左側左右駆動モータ１８及び右側
左右駆動モータ１９を駆動させる。これにより、左側左右風向板１４及び右側左右風向板
１５は、ユーザが指定した仮想ボタンに対応し、かつ左右の部分気流が衝突しない向きと



(11) JP 6448796 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

なる。
【００５７】
　なお、操作部７０は、ユーザが仮想ボタンを指定した後、ＯＫボタン７５０にタッチし
たときに、室内機制御部３０へ向けて設定情報を送信するようにしてもよい。そして、室
内機制御部３０が、入力した設定情報に応じて、左側上下駆動モータ１６、右側上下駆動
モータ１７、左側左右駆動モータ１８、右側左右駆動モータ１９、及び送風ファン２０を
駆動させるようにしてもよい。
【００５８】
［左右方向の風向設定］
　図１１は、左ボタンが２回選択された場合における図１０の設定画面及び室内機の動作
を示す説明図である。図１２は、正面ボタンが２回選択された場合における図１０の設定
画面及び室内機の動作を示す説明図である。図１３は、右ボタンが２回選択された場合に
おける図１０の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。図１４は、左ボタンと正
面ボタンとが選択された場合における図１０の設定画面及び室内機の動作を示す説明図で
ある。図１５は、左ボタンと右ボタンとが選択された場合における図１０の設定画面及び
室内機の動作を示す説明図である。図１６は、正面ボタンと右ボタンとが選択された場合
における図１０の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
【００５９】
　図１１～図１６を参照して、室内機１０及びリモートコントロール装置４０による左右
方向の風向設定に関する動作について詳細に説明する。図１１（ａ）～図１６（ａ）は、
左右方向の風向に対応する３つの仮想ボタンのうちから重複指定も含めて２つの仮想ボタ
ンが指定された状態を示す説明図である。また、図１１（ｂ）～図１６（ｂ）は、室内機
１０の概略図上に、左側左右風向板１４及び左側の部分気流の左右方向の向きを示す左側
風向矢印８０Ｌと、右側左右風向板１５及び右側の部分気流の左右方向の向きを示す右側
風向矢印８０Ｒと、を示す説明図である。
【００６０】
　図１１（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左ボタン
７０１が２回選択された状態を示しており、左ボタン７０１にチェックマークが２つ表示
されている。かかる設定を受け付けた操作部７０は、左ボタンが２回選択された旨の左右
風向情報を、操作側制御部６０を介して室内機制御部３０に送信する。
【００６１】
　ここで、操作部７０から送信される左右風向情報は、２つの方向を示す情報である。つ
まり、左右風向情報には、ユーザがタッチした前後関係を示す情報はもとより、２つの方
向と左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５とを関連づけた情報等は含まれていない
。したがって、室内機制御部３０は、操作部７０から送信される左右風向情報を、室内機
記憶部３１に記憶された風向制御データに照らすことで、左側左右風向板１４及び右側左
右風向板１５の動作、つまり、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の向きを決定
する。
【００６２】
　すなわち、図１１（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制御部
３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、そ
れぞれ、図１１（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるよ
うに、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。これにより、
左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を構成する複数枚の板が、左斜め正面方向を
向く。
【００６３】
　図１２（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面ボタ
ン７０２が２回選択された状態を示しており、正面ボタン７０２にチェックマークが２つ
表示されている。図１２（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制
御部３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が
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、それぞれ、図１２（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとな
るように、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。これによ
り、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を構成する複数枚の板が、正面方向を向
く。
【００６４】
　図１３（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、右ボタン
７０３が２回選択された状態を示しており、右ボタン７０３にチェックマークが２つ表示
されている。図１３（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制御部
３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、そ
れぞれ、図１３（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるよ
うに、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。これにより、
左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を構成する複数枚の板が、右斜め正面方向を
向く。
【００６５】
　図１４（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左ボタン
７０１と正面ボタン７０２とが選択された状態を示しており、左ボタン７０１と正面ボタ
ン７０２とに１つずつチェックマークが表示されている。
【００６６】
　図１４（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左側左右風向板１４を介して吹き出される部分気流と、右側左
右風向板１５を介して吹き出される部分気流とが交差しないように、左側左右風向板１４
の向きを左斜め正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを右斜め正面方向に決定す
る。そして、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それ
ぞれ、図１４（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるよう
に、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
　以降においては、左側左右風向板１４を介して吹き出される部分気流と右側左右風向板
１５を介して吹き出される部分気流とを総称して、左右の部分気流ともいう。
【００６７】
　図１５（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左ボタン
７０１と右ボタン７０３とが選択された状態を示しており、左ボタン７０１と右ボタン７
０３とに１つずつチェックマークが表示されている。
【００６８】
　図１５（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを左斜め正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面方向に決定する。そして
、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図１
５（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側左
右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【００６９】
　図１６（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面ボタ
ン７０２と右ボタン７０３とが選択された状態を示しており、正面ボタン７０２と右ボタ
ン７０３とに１つずつチェックマークが表示されている。
【００７０】
　図１６（ａ）に示す風向設定を操作部７０が受け付けた場合、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを右斜め正面方向に決定する。そして
、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図１
６（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側左
右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【００７１】
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［左右方向の風向設定の変更］
　図１１（ａ）～図１６（ａ）のように、既にチェックマークが２つ表示されている場合
において、左右方向の風向設定を変更するとき、ユーザは、意図する新たな風向に対応す
る仮想ボタンにタッチ操作を行えばよい。
【００７２】
　すなわち、操作部７０は、チェックマークが２つ表示されている場合に、チェックマー
クが表示されていない仮想ボタン、又はチェックマークが１つだけ表示されている仮想ボ
タンがユーザによってタッチされると、タッチされた仮想ボタンにチェックマークを表示
し、２つ前にタッチされた仮想ボタンのチェックマークが消えるように構成されている。
【００７３】
　ここで、前回の設定が１２（ａ）の状態である場合を想定して、左右方向の風向設定の
変更処理の例を説明する。
【００７４】
　操作部７０は、図１２（ａ）の状態において、左ボタン７０１の指定、すなわち、ユー
ザによる左ボタン７０１へのタッチ操作を受け付けると、左ボタン７０１にチェックマー
クを表示し、正面ボタン７０２のチェックマークのうちの１つを消去して、図１４（ａ）
の状態とする。その際、操作部７０は、変更された設定内容を示す左右風向情報を室内機
制御部３０に向けて送信する。また、操作部７０は、正面ボタン７０２が先に指定され、
左ボタン７０１が後から指定されたことを内部メモリ等に記録する。
【００７５】
　次に、図１４（ａ）の状態において、右ボタン７０３の指定を受け付けると、操作部７
０は、右ボタン７０３にチェックマークを表示し、２つ前に指定された左ボタン７０１の
チェックマークを消去して、図１５（ａ）の状態とする。その際、操作部７０は、変更さ
れた設定内容を示す左右風向情報を室内機制御部３０に向けて送信する。また、操作部７
０は、左ボタン７０１が先に指定され、右ボタン７０３が後から指定されたことを内部メ
モリ等に記録する。
【００７６】
　次いで、図１５（ａ）の状態において、右ボタン７０３の指定を受け付けると、操作部
７０は、右ボタン７０３に２つ目のチェックマークを表示し、２つ前に指定された左ボタ
ン７０１のチェックマークを消去して、図１３（ａ）の状態とする。その際、操作部７０
は、変更された設定内容を示す左右風向情報を室内機制御部３０に向けて送信する。
【００７７】
　このように、操作部７０は、左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンが指定された
順序を記録する機能を有しており、仮想ボタンの新たな指定に応じてチェックマークの表
示を切り変える。
【００７８】
　また、操作部７０は、設定変更を受け付けたとき、変更された設定内容を示す左右風向
情報を室内機制御部３０に向けて送信する。すなわち、室内機制御部３０は、操作部７０
が設定変更を受け付けたときに、変更された設定内容に応じて左側左右風向板１４及び右
側左右風向板１５を動作させる。これにより、ユーザは、室内機１０に備わる左側左右風
向板１４及び右側左右風向板１５の動きを確認しながら風向設定の変更を行うことができ
るため、ユーザの利便性の向上を図ることができる。
【００７９】
　なお、操作部７０は、設定変更を受け付けたときではなく、ユーザがＯＫボタン７５０
にタッチしたときに、変更された左右風向情報を室内機制御部３０に向けて送信するよう
にしてもよい。このようにすれば、ユーザが、意図する風向とは異なる仮想ボタンに触れ
たような場合において、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５に意図しない動作を
させることなく設定変更を行うことができる。
【００８０】
　ところで、例えば、人がいる向きに風を送る風あてモード等においては、左右方向の風
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向が設定されていない。このため、風あてモード等に設定されている状態で左右方向の風
向設定画面を呼び出すと、操作部７０は、チェックマークが示されていない図１０の状態
で左右方向の風向設定画面を表示する。なお、操作部７０は、初期設定時においても、左
右方向の風向設定画面にチェックマークを表示しないように構成されている。
【００８１】
　本実施の形態１における操作部７０は、チェックマークが示されていない左右方向の風
向設定画面において、左右方向の風向に対応する各仮想ボタンのうちの１つが指定される
と、指定された仮想ボタンに２つのチェックマークを表示する。その際、操作部７０は、
当該指定内容を示す左右風向情報を室内機制御部３０に向けて送信する。かかる状態から
の風向設定の変更処理についても、操作部７０は、上記同様に実行する。
【００８２】
　なお、操作部７０は、各仮想ボタンのうちの１つが指定されたとき、指定された仮想ボ
タンにチェックマークを１つだけ表示し、さらに１つの仮想ボタンが重複指定も含めて指
定されたときに、２つ目のチェックマークを表示すると共に、当該指定内容を示す左右風
向情報を室内機制御部３０に向けて送信するようにしてもよい。
【００８３】
　以上のように、本実施の形態１における空気調和機１００では、リモートコントロール
装置４０が、左右方向における３つの風向のうちから２つを指定する操作を重複指定も含
めて受け付ける。また、図１１～図１６を用いて説明したように、室内機制御部３０は、
リモートコントロール装置４０において指定される各風向をもとに、左右の部分気流が交
差しないように、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の動作を各々個別に制御す
る。このため、空気調和機１００によれば、室内機１０の左右方向の風向の簡単な設定操
作をもとに、左右の部分気流が衝突しない多様な気流パターンを生成することができる。
また、左右の部分気流が衝突することがないため、ユーザの意図する方向に気流が到達し
ないといった事態を回避することができ、気流が衝突することによる騒音の発生を防止す
ることができる。
【００８４】
　ところで、従来の空気調和機は、左右方向の風向設定時に、ユーザが風向設定用ボタン
を複数回押下しなければならないため、操作性の低下を避けることができず、直感的な風
向設定とはかい離している。これに対し、本実施の形態１の空気調和機１００では、リモ
ートコントロール装置４０が、左右方向における複数の風向のうちから２つを指定する操
作を、同じ風向を２回指定することも含んで受け付け、かつ簡単に設定変更ができるよう
に構成されている。すなわち、操作性のよい操作部７０を備えた空気調和機１００によれ
ば、室内機１０の左右方向の風向設定及び風向設定の変更を円滑に行うことができるため
、意図する左右方向の気流パターンを簡単に生成することができる。
【００８５】
　また、リモートコントロール装置４０に備わる操作部７０では、表示画面上にタッチし
ながらスライドするドラッグ又は表示画面上に２本の指でタッチした上で２本の指を引き
離すピンチアウトといった複雑な操作をユーザに要求することがない。つまり、操作部７
０は、ドラッグ及びピンチアウトのような複雑な操作に対応していないタッチパネルによ
って構成することができるため、コストの削減を図ることができる。
【００８６】
　さらに、操作部７０においては、左右方向の風向に対応する３つの操作ボタンが図形７
００を中心として放射状に配置されており、かつ、該各操作ボタンには、左側左右風向板
１４及び右側左右風向板１５の角度に対応する矢印が示されている。このため、ユーザは
、風を送りたい方向の矢印にタッチすることにより、左右方向の風向を組み合わせた複数
の気流パターンの中から、直感的に選択した気流パターンを室内機１０に生成させること
ができる。
【００８７】
実施の形態２．
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　図１７は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機が有するリモートコントロール装置
の操作部に表示された左右方向の風向設定画面を示す説明図である。ここで、本実施の形
態２に係る空気調和機を構成する室内機及びリモートコントロール装置は、実施の形態１
の図１～図６に示した構成と同様であるため、各構成部材については同一の符号を用いて
説明は省略する。まず、図１７を参照して、実施の形態１とは異なる操作部の構成内容を
説明する。
【００８８】
　図１７に例示するように、操作部７０の左右方向の風向設定画面では、選択設定部７２
が、左右方向の風向に対応する５つの仮想ボタン、すなわち、左ボタン７０１、正面ボタ
ン７０２、右ボタン７０３、正面左ボタン７０４、及び正面右ボタン７０５を表示してい
る。
【００８９】
　正面左ボタン７０４は、左斜め正面方向と正面方向との間の正面左方向を示し、正面右
ボタン７０５は、右斜め正面方向と正面方向との間の正面右方向を示す。すなわち、操作
部７０は、左右方向における５つの風向のうちから２つを指定する操作を重複指定も含め
て受け付けるものである。ここで、左ボタン７０１、正面ボタン７０２、右ボタン７０３
、正面左ボタン７０４、及び正面右ボタン７０５は、図１７に示すように、図形７００を
中心として放射状に配置されているため、ユーザは、左右方向の風向設定を直感的に行う
ことができる。
【００９０】
　本実施の形態２において、操作部７０は、正面左ボタン７０４として正面左方向を向く
矢印を表示し、正面右ボタン７０５として正面右方向を向く矢印を表示している。すなわ
ち、ユーザは、５つの矢印のうちの２つにタッチすることで、左側左右風向板１４及び右
側左右風向板１５の風向設定を行うことができる。もっとも、ユーザは、同じ矢印に２回
タッチして、同じ風向を２回指定することもできる。左ボタン７０１、正面ボタン７０２
、右ボタン７０３、正面左ボタン７０４、及び正面右ボタン７０５として表示された各矢
印の角度は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の角度に対応しているため、ユ
ーザは、より直感的な風向設定操作を簡単に行うことができる。
【００９１】
［左右方向の風向設定］
　図１８は、左ボタンと正面左ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び
室内機の動作を示す説明図である。図１９は、左ボタンと正面右ボタンとが選択された場
合における図１７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。図２０は、正面左ボ
タンが２回選択された場合における図１７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図であ
る。図２１は、正面左ボタンと正面ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面
及び図１の室内機の動作を示す説明図である。図２２は、正面左ボタンと正面右ボタンと
が選択された場合における図１７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。図２
３は、正面左ボタンと右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。図２４は、正面ボタンと正面右ボタンとが選択された場合に
おける図１７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。図２５は、正面右ボタン
が２回選択された場合における図１７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
図２６は、右ボタンと正面右ボタンとが選択された場合における図１７の設定画面及び室
内機の動作を示す説明図である。
【００９２】
　次に、図１８～図２６を参照して、室内機１０及びリモートコントロール装置４０によ
る左右方向の風向設定に関する動作について詳細に説明する。
【００９３】
　図１８（ａ）～図２６（ａ）は、左右方向の風向に対応する５つの仮想ボタンのうちか
ら重複選択も含めて２つの仮想ボタンが選択された状態を示す説明図である。また、図１
８（ｂ）～図２６（ｂ）は、室内機１０の概略図上に、左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向
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矢印８０Ｒを示す説明図である。
【００９４】
　図１８（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左ボタン
７０１と正面左ボタン７０４とが選択された状態を示しており、左ボタン７０１と正面左
ボタン７０４とに１つずつチェックマークが表示されている。
【００９５】
　図１８（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを左斜め正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面左方向に決定する。そし
て、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図
１８（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側
左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【００９６】
　図１９（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左ボタン
７０１と正面右ボタン７０５とが選択された状態を示しており、左ボタン７０１と正面右
ボタン７０５とに１つずつチェックマークが表示されている。
【００９７】
　図１９（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを左斜め正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面右方向に決定する。そし
て、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図
１９（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側
左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【００９８】
　図２０（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面左ボ
タン７０４が２回選択された状態を示しており、正面左ボタン７０４にチェックマークが
２つ表示されている。図２０（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内
機制御部３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１
５が、それぞれ、図２０（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向き
となるように、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。これ
により、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を構成する複数枚の板が、正面左方
向を向く。
【００９９】
　図２１（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面左ボ
タン７０４と正面ボタン７０２とが選択された状態を示しており、正面左ボタン７０４と
正面ボタン７０２とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１００】
　図２１（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを正面左方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面方向に決定する。そして、室
内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図２１（
ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側左右駆
動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【０１０１】
　図２２（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面左ボ
タン７０４と正面右ボタン７０５とが選択された状態を示しており、正面左ボタン７０４
と正面右ボタン７０５とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１０２】
　図２２（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
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きを正面左方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面右方向に決定する。そして、
室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図２２
（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側左右
駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【０１０３】
　図２３（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面左ボ
タン７０４と右ボタン７０３とが選択された状態を示しており、正面左ボタン７０４と右
ボタン７０３とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１０４】
　図２３（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを正面左方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを右斜め正面方向に決定する。そし
て、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図
２３（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側
左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【０１０５】
　図２４（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面ボタ
ン７０２と正面右ボタン７０５とが選択された状態を示しており、正面ボタン７０２と正
面右ボタン７０５とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１０６】
　図２４（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを正面方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを正面右方向に決定する。そして、室
内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図２４（
ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側左右駆
動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【０１０７】
　図２５（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、正面右ボ
タン７０５が２回選択された状態を示しており、正面右ボタン７０５にチェックマークが
２つ表示されている。図２５（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内
機制御部３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１
５が、それぞれ、図２５（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向き
となるように、左側左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。これ
により、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を構成する複数枚の板が、正面右方
向を向く。
【０１０８】
　図２６（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、右ボタン
７０３と正面右ボタン７０５とが選択された状態を示しており、右ボタン７０３と正面右
ボタン７０５とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１０９】
　図２６（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風向板１４の向
きを正面右方向に決定し、右側左右風向板１５の向きを右斜め正面方向に決定する。そし
て、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、それぞれ、図
２６（ｂ）に示す左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８０Ｒの向きとなるように、左側
左右駆動モータ１８及び右側左右駆動モータ１９を駆動させる。
【０１１０】
　他の風向設定に関する動作及び風向設定の変更に関する動作については、前述した実施
の形態１と同様である。
【０１１１】
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　以上のように、本実施の形態２では、リモートコントロール装置４０が、左右方向にお
ける５つの風向のうちから２つを指定する操作を重複指定も含めて受け付ける。また、図
１８～図２６を用いて説明したように、室内機制御部３０は、リモートコントロール装置
４０において指定される各風向をもとに、左右の部分気流が交差しないように左側左右風
向板１４及び右側左右風向板１５の動作を各々個別に制御する。このため、本実施の形態
２における空気調和機１００によれば、室内機１０の左右方向の風向の簡単な設定操作を
もとに、左右の部分気流が衝突しない、より多様な気流パターンを生成することができる
。また、左右の部分気流が衝突することがないため、ユーザの意図する方向に気流が到達
しないといった事態を回避することができ、気流の衝突に起因した騒音の発生を防止する
ことができる。
【０１１２】
　さらに、操作部７０においては、左右方向の風向に対応する５つの操作ボタンが図形７
００を中心として放射状に配置されており、かつ、該各操作ボタンには、左側左右風向板
１４及び右側左右風向板１５の角度に対応する矢印が示されている。このため、ユーザは
、風を送りたい方向の矢印にタッチすることにより、左右方向の風向を組み合わせた複数
の気流パターンの中から、直感的に選択した気流パターンを室内機１０に生成させること
ができる。
【０１１３】
　また、本実施の形態２では、操作部７０が、左右方向の風向に対応する５つの仮想ボタ
ンを表示するように構成したため、実施の形態１において設定できる左右風向の６種類の
気流パターンに加え、図１８～図２６に示す９種類の気流パターンについても、操作性を
損なわずに生成することができる。すなわち、本実施の形態２における空気調和機１００
によれば、より細かな気流制御を実現することができる。
【０１１４】
実施の形態３．
　図２７は、本発明の実施の形態３に係る空気調和機が有するリモートコントロール装置
の操作部に表示された左右方向の風向設定画面を示す説明図である。ここで、本実施の形
態３に係る空気調和機を構成する室内機及びリモートコントロール装置は、実施の形態１
の図１～図６に示した構成と同様であるため、各構成部材については同一の符号を用いて
説明は省略する。まず、図２７を参照して、実施の形態１及び２とは異なる操作部の構成
内容を説明する。
【０１１５】
　図２７に例示するように、操作部７０の左右方向の風向設定画面では、選択設定部７２
が、左右方向の風向に対応する左ボタン７０１、正面ボタン７０２、右ボタン７０３、正
面左ボタン７０４、正面右ボタン７０５、左スイングボタン７０６、及び右スイングボタ
ン７０７を表示している。
【０１１６】
　左スイングボタン７０６は、左側への動作を主としたスイング動作である左スイング動
作を示し、右スイングボタン７０７は、右側への動作を主としたスイング動作である右ス
イング動作を示す。すなわち、左右方向の風向には、スイング動作に伴って変化する風向
を含むものとする。
【０１１７】
　本実施の形態３の操作部７０は、左右方向における７つの風向のうちから２つを指定す
る操作を重複指定も含めて受け付けるものである。ここで、左ボタン７０１、正面ボタン
７０２、右ボタン７０３、正面左ボタン７０４、正面右ボタン７０５、左スイングボタン
７０６、及び右スイングボタン７０７は、図２７に示すように、図形７００を中心として
放射状に配置されているため、ユーザは、左右方向の風向設定を直感的に行うことができ
る。
【０１１８】
　本実施の形態３において、操作部７０は、左スイングボタン７０６として、「左スイン
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グ」との文字及び左上がりの湾曲した双方向矢印を表示し、右スイングボタン７０７とし
て、「右スイング」との文字及び右上がりの湾曲した双方向矢印を表示している。ユーザ
は、７つの矢印のうちの２つにタッチすることにより、左側左右風向板１４及び右側左右
風向板１５の風向設定を行うことができる。もっとも、ユーザは、同じ矢印に２回タッチ
して、同じ風向を２回指定することもできる。
【０１１９】
　ここで、左ボタン７０１、正面ボタン７０２、右ボタン７０３、正面左ボタン７０４、
及び正面右ボタン７０５として表示された各矢印の角度は、左側左右風向板１４及び右側
左右風向板１５の角度に対応している。また、左スイングボタン７０６及び右スイングボ
タン７０７に表示された双方向矢印からは、各方向へのスイング動作を想起することがで
きる。このため、ユーザは、より直感的な左右方向の風向設定を簡単に行うことができる
。
【０１２０】
［左右方向の風向設定］
　図２８は、左スイングボタンと左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの１
つとが選択された場合における図２７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
図２９は、左スイングボタンが２回選択された場合における図２７の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。図３０は、左スイングボタンと右スイングボタンとが選択さ
れた場合における図２７の設定画面及び室内機の動作例１を示す説明図である。図３１は
、左スイングボタンと右スイングボタンとが選択された場合における図２７の設定画面及
び室内機の動作例２を示す説明図である。図３２は、左スイングボタンと右スイングボタ
ンとが選択された場合における図２７の設定画面及び室内機の動作例３を示す説明図であ
る。図３３は、右スイングボタンと左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの
１つとを選択した場合における図２７の設定画面及び室内機の動作を示す説明図である。
図３４は、右スイングボタンが２回選択された場合における図２７の設定画面及び室内機
の動作を示す説明図である。
【０１２１】
　次に、図２８～図３４を参照して、室内機１０及びリモートコントロール装置４０によ
る左右方向の風向設定に関する動作について詳細に説明する。
【０１２２】
　図２８（ａ）～図３４（ａ）は、左右方向の風向に対応する７つの仮想ボタンのうちか
ら重複選択も含めて２つの仮想ボタンが選択された状態を示す説明図である。図２８（ｂ
）～図３４（ｂ）は、室内機１０の概略図上に、左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢印８
０Ｒと、往路に係る左側左右風向板１４のスイング動作９０Ｌ及び往路に係る右側左右風
向板１５のスイング動作９０Ｒのうちの少なくとも１つと、を示す説明図である。図２８
（ｃ）～図３４（ｃ）は、室内機１０の概略図上に、左側風向矢印８０Ｌ及び右側風向矢
印８０Ｒと、復路に係る左側左右風向板１４のスイング動作９０Ｌ及び復路に係る右側左
右風向板１５のスイング動作９０Ｒのうちの少なくとも１つと、を示す説明図である。
【０１２３】
　図２８（ｂ）～図３４（ｂ）において、スイング動作９０Ｌは、左側左右風向板１４が
、往路で左側風向矢印８０Ｌの位置までスイング動作することを示す。また、スイング動
作９０Ｒは、右側左右風向板１５が、往路で右側風向矢印８０Ｒの位置までスイング動作
することを示す。
【０１２４】
　図２８（ｃ）～図３４（ｃ）において、スイング動作９０Ｌは、左側左右風向板１４が
、復路で左側風向矢印８０Ｌの位置までスイング動作することを示す。また、スイング動
作９０Ｒは、右側左右風向板１５が、復路で右側風向矢印８０Ｒの位置までスイング動作
することを示す。
【０１２５】
　図２８（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左スイン
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グボタン７０６と正面ボタン７０２とが指定された状態を示しており、左スイングボタン
７０６と正面ボタン７０２とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１２６】
　図２８（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、右側左右風向板１５の向きを正面方向とし、右側左右風向板１
５を介して吹き出される部分気流に、左側左右風向板１４を介して吹き出される部分気流
を交差させないように、左側左右風向板１４のスイング動作を制御する。すなわち、室内
機制御部３０は、左側左右風向板１４の右側への動作範囲が正面方向を超えないように、
左側左右風向板１４のスイング動作に制限を加える。
【０１２７】
　図２８では、左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの１つとして、正面ボ
タン７０２が指定された場合を例示しているが、左ボタン７０１、右ボタン７０３、正面
左ボタン７０４、又は正面右ボタン７０５が指定された場合にも、室内機１０及びリモー
トコントロール装置４０は、上記同様の動作を実行する。例えば、右ボタン７０３が指定
された場合、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４の右側への動作範囲が右斜め正面
方向を超えないように制御する。もっとも、室内機制御部３０は、右ボタン７０３又は正
面右ボタン７０５が指定された場合であっても、左スイングボタン７０６に表示された矢
印のように、左側左右風向板１４の右側への動作範囲が正面方向を超えないように制御し
てもよい。なお、左ボタン７０１が指定された場合は、左側左右風向板１４のスイング動
作の範囲が相対的に狭くなる。
【０１２８】
　図２９（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、左スイン
グボタン７０６が２回選択された状態を示しており、左スイングボタン７０６にチェック
マークが２つ表示されている。
【０１２９】
　図２９（ａ）に示す状態で、左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、
風向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、左斜め正面
方向から正面方向までの範囲をスイング動作するように制御する。その際、室内機制御部
３０は、左右の部分気流を交差させないため、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１
５が互いに同じ方向にスイング動作するように制御する。より具体的に、室内機制御部３
０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が平行な状態でスイング動作を行うよ
うに制御する。
【０１３０】
　図３０（ａ）～図３２（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面にお
いて、左スイングボタン７０６と右スイングボタン７０７とが選択された状態を示してお
り、左スイングボタン７０６と右スイングボタン７０７とに１つずつチェックマークが表
示されている。
【０１３１】
　この状態で、左右方向の風向設定が完了すると、図３０（ｂ）及び図３０（ｃ）に示す
動作例１の場合、室内機制御部３０は、風向制御データを参照して、左側左右風向板１４
及び右側左右風向板１５が、互いに反対方向にスイング動作を行うように制御する。その
際、室内機制御部３０は、左右の部分気流を交差させないため、図３０（ｃ）に示す復路
において、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が正面方向を超えないように制限
を加える。
【０１３２】
　また、室内機制御部３０は、図３１（ｂ）及び図３１（ｃ）に示す動作例２のように、
左側左右風向板１４の動作範囲を左斜め正面方向から正面方向までに制限し、右側左右風
向板１５の動作範囲を右斜め正面方向から正面方向までに制限した上で、左側左右風向板
１４及び右側左右風向板１５が互いに同じ方向にスイング動作を行うように制御してもよ
い。動作例２の場合、室内機制御部３０は、往路において右側左右風向板１５が正面方向
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を超えないように制御し（図３１（ｂ）参照）、復路において左側左右風向板１４が正面
方向を超えないように制御する（図３１（ｃ）参照）。
【０１３３】
　さらに、室内機制御部３０は、図３２（ｂ）及び図３２（ｃ）に示す動作例３のように
、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の動作範囲に制限を加えず、両者をフルス
イングさせるようにしてもよい。すなわち、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及
び右側左右風向板１５が、左斜め正面方向から右斜め正面方向までの範囲をスイング動作
するように制御してもよい。動作例３の場合、室内機制御部３０は、左右の部分気流を交
差させないため、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が平行な状態でスイング動
作を行うように制御する。
【０１３４】
　加えて、室内機制御部３０は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５のうちの一
方をフルスイングさせ、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５のうちの他方のスイ
ング動作の範囲に制限を加えるようにしてもよい。
【０１３５】
　図３３（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、右スイン
グボタン７０７と正面右ボタン７０５とが選択された状態を示しており、右スイングボタ
ン７０７と正面右ボタン７０５とに１つずつチェックマークが表示されている。
【０１３６】
　図３３（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左側左右風向板１４の向きを正面右方向とし、左側左右風向板
１４を介して吹き出される部分気流に、右側左右風向板１５を介して吹き出される部分気
流を交差させないように、右側左右風向板１５のスイング動作を制御する。すなわち、室
内機制御部３０は、右側左右風向板１５の左側への動作範囲が正面右方向を超えないよう
に、右側左右風向板１５のスイング動作に制限を加える。
【０１３７】
　図３３では、左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタンのうちの１つとして、正面右
ボタン７０５が指定された場合を例示しているが、左ボタン７０１、正面ボタン７０２、
右ボタン７０３、又は正面左ボタン７０４が指定された場合にも、室内機１０及びリモー
トコントロール装置４０は、上記同様の動作を実現する。例えば、左ボタン７０１が指定
された場合、室内機制御部３０は、右側左右風向板１５の左側への動作範囲が左斜め正面
方向を超えないように制御する。もっとも、室内機制御部３０は、左ボタン７０１又は正
面左ボタン７０４が指定された場合であっても、右スイングボタン７０７に表示された矢
印のように、右側左右風向板１５の左側への動作範囲が正面方向を超えないように制御し
てもよい。なお、右ボタン７０３が指定された場合は、右側左右風向板１５のスイング動
作の範囲が相対的に狭くなる。
【０１３８】
　図３４（ａ）は、操作部７０に表示された左右方向の風向設定画面において、右スイン
グボタン７０７が２回選択された状態を示しており、右スイングボタン７０７にチェック
マークが２つ表示されている。
【０１３９】
　図３４（ａ）に示す状態で左右方向の風向設定が完了すると、室内機制御部３０は、風
向制御データを参照して、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が、右斜め正面方
向から正面方向までの範囲をスイング動作するように制御する。その際、室内機制御部３
０は、左右の部分気流を交差させないため、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５
が互いに同じ方向にスイング動作するように制御する。より具体的に、室内機制御部３０
は、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５が平行な状態でスイング動作を行うよう
に制御する。
【０１４０】
　他の風向設定に関する動作及び風向設定の変更に関する動作については、上述した実施



(22) JP 6448796 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

の形態１及び２と同様である。
【０１４１】
　以上のように、本実施の形態３では、リモートコントロール装置４０が、左右方向にお
ける７つの風向のうちから２つを指定する操作を重複指定も含めて受け付ける。また、図
２８～図３４を用いて説明したように、室内機制御部３０は、リモートコントロール装置
４０において指定される各風向をもとに、左右の部分気流が交差しないように左側左右風
向板１４及び右側左右風向板１５の動作を各々個別に制御する。このため、本実施の形態
３における空気調和機１００によれば、室内機１０の左右方向の風向の簡単な設定操作を
もとに、左右の部分気流が衝突しない、より多様な気流パターンを生成することができる
。また、左右の部分気流が衝突することがないため、ユーザの意図する方向に気流が到達
しないといった事態を回避することができ、気流の衝突に起因した騒音の発生を防止する
ことができる。
【０１４２】
　さらに、操作部７０においては、左右方向の風向に対応する７つの操作ボタンが図形７
００を中心として放射状に配置されており、かつ、該各操作ボタンには、左側左右風向板
１４及び右側左右風向板１５の角度に対応する矢印が示されている。このため、ユーザは
、風を送りたい方向の矢印にタッチすることで、左右方向の風向を組み合わせた複数の気
流パターンの中から、直感的に選択した気流パターンを室内機１０に生成させることがで
きる。
【０１４３】
　また、本実施の形態３では、操作部７０が、左右方向の風向に対応する７つの仮想ボタ
ンを表示するという構成を採ったため、実施の形態１において設定できる左右風向の６種
類の気流パターン、及び実施の形態２において追加的に設定できる左右風向の９種類の気
流パターンに加え、図２８～図３４に示す１３種類の気流パターンについても、操作性を
損なわずに生成することができる。すなわち、本実施の形態３における空気調和機１００
によれば、さらに細かな気流制御を実現することができる。
【０１４４】
　なお、本実施の形態３では、実施の形態２に示す左右方向の風向に対応する５つの仮想
ボタンに、２つのスイングボタンを追加して、操作部７０の左右方向の風向表示画面を構
成した場合を例示したが、これに限定されるものではない。すなわち、例えば、実施の形
態１に示す左右方向の風向に対応する３つの仮想ボタンに、２つのスイングボタンを追加
して、操作部７０の左右方向の風向表示画面を構成してもよい。かかる構成を採った空気
調和機１００によっても、実施の形態１において設定できる左右風向の６種類の気流パタ
ーンと、左右方向の風向に対応する３つの仮想ボタンのうちの１つとスイングボタンとの
組み合わせ及び２つのスイングボタンの指定による９種類の気流パターンを、操作性を損
なわずに生成することができる。
【０１４５】
　上述した各実施の形態は、空気調和機における好適な具体例であり、本発明の技術的範
囲は、これらの態様に限定されるものではない。例えば、上記各実施の形態では、左右方
向の風向に対応する仮想ボタンが、操作部７０に、３つ、５つ、又は７つ表示される場合
を例示したが、これに限定されるものではない。すなわち、さらに細かな角度設定又はス
イング動作の細分化等を行うことにより、操作部７０が、左右方向の風向に対応する仮想
ボタンを８つ以上表示するようにしてもよい。また、操作部７０が、同じ風向に対応する
仮想ボタンを２つずつ表示するようにしてもよい。このようにすれば、操作部７０が、同
じ仮想ボタンの指定を重複して受け付ける機能を有していなくても、空気調和機１００は
、上記同様の風向制御を実現することができる。
【０１４６】
　さらに、上記各図では、左右方向の風向に対応する複数の仮想ボタン、左側風向矢印８
０Ｌ、及び右側風向矢印８０Ｒとして矢印を例示し、各矢印の角度を、それぞれ、左側左
右風向板１４及び右側左右風向板１５の角度に対応づけて説明しているが、これに限定さ
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れるものではない。ユーザが、左ボタン７０１、右ボタン７０３、正面左ボタン７０４、
又は正面右ボタン７０５にタッチした場合における左側左右風向板１４及び右側左右風向
板１５の角度は、適宜変更できるようにしてもよい。加えて、ユーザが、左スイングボタ
ン７０６又は右スイングボタン７０７にタッチした場合における左側左右風向板１４又は
右側左右風向板１５の動作範囲は、適宜増減できるようにしてもよい。
【０１４７】
　また、上記各実施の形態では、操作部７０が、左右方向の風向に対応する複数の仮想ボ
タンのうちの２つの指定を受け付ける場合を例示したが、これに限定されるものではない
。例えば、指定できる仮想ボタンの数を４つとし、まず、先に指定された２つの仮想ボタ
ンに応じて左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を動作させ、任意に設定可能な一
定時間が経過したときに、左側左右風向板１４及び右側左右風向板１５を、後から指定さ
れた２つの仮想ボタンに応じて動作させるようにしてもよい。このようにすれば、帰宅直
後又は風呂上がり等には直風を浴びたいが、一定時間経過後にはスイング動作に切り替え
たい、といったユーザのニーズに応えることができる。すなわち、リモートコントロール
装置４０は、左右方向における複数の風向のうちから３つ以上を指定する操作を重複指定
も含めて受け付けるものであってよい。
【０１４８】
　さらに、上記各実施の形態では、室内機１０が、一台の送風ファン２０を有する場合を
例示しているが、これに限定されるものではない。例えば、室内機１０が、左側の部分気
流に対応する送風ファン２０と、右側の部分気流に対応する送風ファン２０とを有するよ
うに構成してもよい。そして、操作部７０が、左右の部分気流の各々に応じた風速設定画
面を表示するように構成し、風速設定についても、各風向設定と同様、左側と右側とを個
別に設定できるようにしてもよい。
【０１４９】
　また、上記各実施の形態では、便宜上、「往路」「復路」という表現を用いて左側左右
風向板１４及び右側左右風向板１５の動作を説明したが、これに限定されず、例えば、左
側左右風向板１４及び右側左右風向板１５の動作が、上記説明における「復路」の動作か
ら始まるようにしてもよい。すなわち、左右の部分気流が交差しないように、左側左右風
向板１４及び右側左右風向板１５の動作タイミングを調整すればよい。
【０１５０】
　さらに、操作部７０の表示画面は、上記各図の態様に限定されず、例えば、項目表示部
７１、ＯＫボタン７５０、及びチェックマーク等を白抜き表示にするといった具合に、黒
文字等と白抜き文字等とを組み合わせて表示するようにしてもよい。加えて、操作部７０
は、ユーザによるタッチ操作を受け付けた際、仮想ボタンにチェックマークを表示する機
能に加え、仮想ボタンを白抜き表示に切り替える機能を有していてもよい。また、操作ボ
タン部５０の機能を操作部７０に包含させることにより、リモートコントロール装置４０
が操作ボタン部５０を有しないように構成してもよい。
【符号の説明】
【０１５１】
　１０　室内機、１１　ケーシング、１１ａ　吸込口、１１ｂ　吹出口、１２　左側上下
風向板、１２ａ　第一リンク棒、１３　右側上下風向板、１３ａ　第二リンク棒、１４　
左側左右風向板、１４ａ　第三リンク棒、１５　右側左右風向板、１５ａ　第四リンク棒
、１６　左側上下駆動モータ、１７　右側上下駆動モータ、１８　左側左右駆動モータ、
１９　右側左右駆動モータ、２０　送風ファン、２１　熱交換器、３０　室内機制御部、
３１　室内機記憶部、３２　室内機通信部、３３　温度センサ、４０　リモートコントロ
ール装置、５０　操作ボタン部、５１　運転ボタン、５２　停止ボタン、５３　リターン
ボタン、６０　操作側制御部、６１　操作側記憶部、６２　操作側通信部、７０　操作部
、７１　項目表示部、７２　選択設定部、７３　リターンボタン、８０Ｌ　左側風向矢印
、８０Ｒ　右側風向矢印、９０Ｌ、９０Ｒ　スイング動作、１００　空気調和機、７００
　図形、７０１　左ボタン、７０２　正面ボタン、７０３　右ボタン、７０４　正面左ボ
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タン、７０５　正面右ボタン、７０６　左スイングボタン、７０７　右スイングボタン、
７５０　ＯＫボタン。
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